




An Interaction of Maleic Anhydride-Vinylacetate Copolymer with Solvents 
Hiroshi AIDA 
The infrared spectra of maleic anhydride-vinylacetate copolymer in non-polar solvent such 
as dioxane and in polar solvent such as N， N-dimethylformamide were measured_ ln N， N-
dimethylformamide the anhydride carbonyl in copolymer showed two absorption bands at lower 
frequences rather than those in dioxane. ln addition， in N， N-dimethylformamide the anhydride 
groups in copolymer decreased with time and the amide compounds were formed， but in dioxane 
litle changes with time were observed. These results suggest that N， N-dimethylformamide is 
a reactive solvent and its strong affinity with copolymer is responsible for an abnormal behavior 
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1TlJ弘準 ip (t) I初速度
1 1860 0.94 ー0.06
l3|18ω10.83 
5 I 1858 0.70 
1 I 1785 0.97 I ー0.03
3 I 1786 0.88 
5 1785 I 0.83 
1 I 3590 I 1. 00 
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10，00 1700 1600 1800 
波数cm-1
実験は椿解直後，破線は5日後の吸収曲線




























♀ 3 4 5 6 に示す値が得られる。 ζれよりジオキサン溶液にく
時間 日 らべDFA諮液では酸無水物基の減少が著しいこと
































log (10/1) = k C d 
、 ???『• • • • • • • • ?





C = Co p(t) 一(2)
こ乙にCoは時刻t=Oにおける濃度であり， t=Oで
はp(t) = 1とする D
kが時聞により変化しないと仮定すると， (1) 
(2)より次式が得られる中












3000--2500 cm-1にあらわれる6)D 吸収帯に巾があること， NaCl-;' 9ズムを用いていることなどよ
り帰属に問題があるが，カノレポキV}レ基によるとすると光学密度は図6に示すようにジオキサンに















70D aOD '100 
波数cm-1 
実線は試料共重合体，破線は者色共重合体
試料共重合体および者色共重合体の赤外吸収スベクトル lmg/200mg KBr 






酷酸基については C=oの伸縮振動が 1740cm-1 
に，CH2および CH3の変角振動の重ね合せが 1430
cm-1 ~こ， CH3の対称変角振動が 1380cm-1に，C-
O-Cの振動が 1240cm-1および 1030cm-1に強い吸
収帯となってあらわれる7jo このうち 1710cm-¥ 
1430 cm-¥ 1300 cm-1および 1200cm-1付近の吸収
はカノレボン酸の C=o，C-Oー の伸縮あるいは OH
の変角により 8)，また環状酸無水物のC..o-cによっ
ても生ずる9JD したがって酷酸基の特性吸収は 1380
cm-1および 1030cm-1の強い吸収帯である10)D 試料にくらべ着色共重合体では 1380cm-1および











s: strong， W: weak， m: mediumの略である
?????
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j 試料共重合体 o I 510 I 292 I 0.39 0.07 I O.臼 O 量および酸価を測定し ; | | | | | | 





て 1640cm-1に新しい吸収帯の生ずることが判明した口千葉，米沢両氏2) は MAn-VAcにアミン












¥C/ ¥c/i¥ あるいは CH~ ，.C 
I R¥CH/¥c/i¥CH/ 
R/ R R 
R 




材市よびアミド化合物などである。 R-f N-RAのカ川ニノレの吸収帯〈アミド l吸収帯〉は第
0 
三級アミドでは 1670--1630cm-1にあらわれる131D 前述のように C=C二重結合の生成が僅小であ
























分の割合を求めることが出来る O すなわち試料 19中の無水マ Vイン酸，マレイン酸，酷酸ピニノレ
のg数を x，y，z，とすると次式が得られる。







x十 y十 z 1 一(7)
ここに AV(水)， AV (エタノーノレ〉は水溶液およびエタノーノレ溶液の酸価である o X， y，z，をモノレ
96であらわした値を表5に示すD
次に DFAの作用によってアミド化合物 (4)が生成するとする q 着色共重合体 19中の無水マ
レイン酸，マレイン酸，酷酸ピニノレ，アミド化合物の g数を X'， y'， z"， w' ，とすると次式が得られ
る口
xF- 98 Av (水)-AV(エタノー ノレ)
一一一一一一一一一一 一一
56 1000 
112 ." 56...， _ 2A V (エタノー ノレ)-AV(水〕
11百y'十 143w 一一一 一面而-.














可熔古;{~も最初程着色しなくなる口また着色共重合体を 500 C で13 日間減圧乾燥すると，もはやアセ
トンに溶解しでも着色しなくなる Q さらに着色共重合体の水溶液は退色して無色となるO 乙のよう
に若色共重合体は加水分解され易い不安定な構造をもっと考えられる。
無7.kマレイン酸ー 酷酸ビ‘ニル共重合体と溶媒との相互作用
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